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ま え が き

電子デバイスの革新的な発展は船舶の近代化に大きく貢献すると共に船舶の安全性の面

で高い信頼性を実現してきた。この発展がもたらした技術革新は、交流船では電源の保護

や制御をはじめ負荷管制にまで浸透し、今日では電動力が賄う推進船の出現により船舶排

出の CO２絶対量削減にも大きく貢献しており、電子デバイスが担うエコロジー分野への役

割は一層大きな期待が寄せられている。また直流の分野ではソーラー発電やリチュウムイ

オン電池を主電源とする新動力源の活用も見られ、電池船なるものも出現している。

このように著しく進歩する船舶の電装技術に携わって電装業を営む会員事業者は、(社)

日本船舶電装協会が発信する様々な技術情報の活用と日々錬磨した技術を以て、設計及び

工事の両面の事業に取り組んでいるが、その一方では事業者の擁する人材面は少子高齢化

や産業構造の多様化から電気工学専修者の確保も難しくなっており、異分野からの登用も

余儀なくし社員教育には多くの時間を費やしている現状がある。

零細な会員事業者では、IT 化技術の事業活用環境が整った今日にありながらも、支援ツ

ールの不足やソフトウェア活用専従者の確保も難しく手間暇をかけた作業の下で容易に社

員教育に充当する機会を見いだせない課題を担いでいる。

本件はこの諸課題解決の一助とするため、電装設計作業分野を IT 化手法で能率化し後

継者養成等技術継承に充当させるソフトウェア開発に関した調査研究事業である。

本事業の継続的な推進は、日本財団からご助成を頂いて初めて実現しており、成果報告

と共に感謝を申し上げる次第である。また本事業を推進し会員事業者向けのソフトウェア

の開発及び報告書作成の執筆にご尽力された委員及び関係者の方々に心から謝意を表した

い。また委員会等の事務局として資料検索及び編集並びにソフトウェア作成事務、レビュ

ー実施及び報告書発行に携わって頂いた(社)日本船舶電装協会の方々のご苦労に対しても

併せて謝意を表します。

平成２３年３月

社団法人 日本船舶電装協会

電装設計技術高度化委員会

委員長 坪井 邦夫

（国立大学法人 東京海洋大学 教授）
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